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平成２４年度　第６回兵庫県ユース委員会　議事録
ユース委員会名言録〜『まずネッカチにアイロンをかけなあかん』 
作成者：白川　龍彦（県ユース委員長）
１【日時】
２０１２年１１月２５日（日）　１３：２０～１６：５５　 
２【場所】　
神戸市青少年会館６階会議室
３【参加者】　（県ユース委員：５人、ユース年代：１人、アドバイザー１人）
県ユース委員：
浅海定人（阪神北）、北村宗豊(阪神さくら)、伊澤悠平（神戸）、白川龍彦(神戸垂水：委員長)、入江精(姫路)
ユース年代：伴地孝啓(神戸垂水地区神戸第７４団ＲＳ：安達委員代理)
アドバイザリースタッフ…家門秀行(県副コミッショナー)
４【費用】
￥12,200（交通費・コピー代）
５【報告事項】
前回ユース委員会の報告

10月14日理事会の報告
平成２５～２６年度の県連盟役員メンバーについて協議する『役員選考委員会』のメンバーが選出。16NJの仮申し込み状況、上進率向上の取り組みの報告などについて。ユース委員会からはひょうごユースキャンプの報告文書を配布し、前回の県ユース委員会の内容を口頭で報告。
11月11日企画調整会議の報告
平成24年度の県ユース委員会を含めた各委員会の中間評価を発表。委員会自体の方向性・県キャンへの関わり方・ＶＳ→ユースの連続性・幹事会の人選について意見があった。

各委員会の報告
　野営・行事委員会…北村委員より発言録を配布。実働時には資材運搬など体力を必要とすることもあり、ユース

年代の参画促進も必要？
　スカウト委員会…アフターフォーラムについて決定事項があれば早めに連絡をいただきたいとのこと。

組織拡充委員会…指導者の入れ替わりが進んでいない(後継者の養成ができていない)ところが多い。アウトドアチャレンジを実施したが、他の組織に比べて運営側に入っている若者が少ない。次回委員会は1月20日、3月17日。(台風で延期となったため、日程を変更)
地区コミッショナー会議…日連県コミッショナー会議の報告・進級登録のサポート依頼・ＷＢ研修所の事前研修課題の変更について。また、各地区コミッショナーからの地区事業計画の中間評価の報告もあり、各地区のコミッショナー陣営の『ユースの動きの捉え方』をうかがい知ることもできた。
各地区の活動報告（報告のあったところのみ）
阪神さくら…みやっこワイルド塾(西宮市のアウトドア活動の体験事業)にユース委員が実行委員として参画
阪　神　北…地区内の組織体制の整備を目標として展開したい
神　　　戸…10月27～28日に船坂谷で神戸地区ユースキャンプを実施。神戸地区を中心に30人以上のＶＳ、ＲＳ、指導者が集まった。11月4日の地区振興大会ではセレモニー運営を担当。
神戸垂水…ユース委員会で製作していたピザ窯を用い、11月11日にピザパーティを実施。30人以上のBＶＳ～RS、指導者が集まった。

は　り　ま…活動振興大会でユース年代２名が司会を、ユース委員がスカウトサインを担当
但　　馬…豊岡氏に在住の白川委員長が現地のボーイスカウト講習会を見学。ユース年代は居るらしい？
ＪＯＴＩの報告…参加者の感想文を配布。参加者は田井副委員長、浅海委員、伊澤委員、入江委員。英会話能力の必要性が感じられた。こうした行事をするにあたっては、委員会内の連携を強化すべき。
ＶＬＡＣ関連の報告…11月17日に実施。浅海委員が参席。現段階では議論の成り立ちは甘いが暖かく見守ってゆきたい。第12期議長は栗波嵩也ＶＳ(尼崎第１団)に決定。次回は12月15日。
青団連関連の報告…中島勇人氏(西宮第27団BS隊長)がコアリーダー研修会に参加した際の感想文を配布。

他の青少年団体の方と話ができる機会はなかなかなく、ボーイスカウトを客観視できる素晴らしい機会であった。

その他の報告

12月2日に指導者向けの研修会『国際理解研修会』を実施。国際理解プログラムの進め方や海外スカウトのホームステイの対応について。ユース年代にもぜひ参加をお願いしたいとのこと。
　　地区単位で行っている大規模事業について、地区の壁を越えて連携をしてゆくことが考えられる。
６【協議事項】
　次年度のユース委員長の候補者について
　　候補者の名前は挙がったものの、候補者が居ない状況では議論を進めることもできないので、12月16日(ベンチャー活動報告会実施日)の午前中に臨時会議を開催する。

　　
　次年度の事業計画について
次年度の委員会・行事開催日も含め、次期委員長が未定の段階ではなんとも言えないが、この場ではひとまずユース委員会の方向性、次年度の事業計画の素案について話し合った。
☆方向性についての議論

・組織としての枠組みが固まることがゴール？

・スカウトの意見と、大きなスカウト運動のパイプ役を果たすものとしての活動なのでは？提言をする正式な組織として、また若手登用のきっかけの機関であるべき→スカウティングそのものの活性化を目指して

・団からのニーズを吸い上げ、議論された内容をフィードバックし、新たな戦略を提案する組織
・全般の委員会に関わってゆき、時代の県連・理事会を構築するものだという意気込みが必要
・ネットワーク構築のためにも、地区での活動を強化すべき
・イベント屋として見られてしまっている点も否定はできない

・ユース(委員会)とローバー(クルー)の差別化に関連する話…地区によってはユース年代の会議と実働体は分 けているが、県レベルではまだ不要では？

・目標は、定量化しやすく明確な評価基準を示すことができるものを
☆重点目標(素案)について

１．県下のユース年代活動の活性化

２．兵庫県全体でのユース年代が集まる行事の創出

３．各地区ユース委員会の活性化

４．ＶＬＡＣを通じたＶＳ年代活動活性化の推進

５．県連盟事業への参画と提言

６．国際活動の周知および県内にとどまらない活動の奨励
７．県下の他の青少年団体との交流の奨励
☆事業計画(素案)について
１．県下のユース年代が集まる行事の創出
２．ＶＬＡＣ会議への参席およびＶＳ部門関連行事への支援
３．ユース年代活動活性化のための情報共有

４．他委員会への積極的な参席による意見交換・提言の継続

５．各行事への、実行委員としての参画と提言

６．海外派遣参加ＲＳの報告の機会の創出

７．ＢＳ講習会・県連パワーアップ研修会への参加の啓蒙

８．青団連がかかわる行事や研修への参加の啓蒙

９．県をまたぐような大規模な活動への積極的な参加および参加者との連携

☆行事計画(素案)について

１．第４回ひょうごユースキャンプ

２．第２回ひょうごユースフォーラム
３．第16回日本ジャンボリーなど、日連事業参加者への支援

４．第32回ベンチャーフォーラムへの支援

５．第３回ベンチャーアフターフォーラムへの支援
６．ベンチャー活動報告会への支援

７．日韓スカウト交歓計画への支援
☆その他の事項

　アドバイザリースタッフ(県の副コミッショナー以外のユース委員会のアドバイザー)を、委員会から依頼する形をとりたい。（ローバークルーが自らのアドバイザーを自分たちで協議して依頼するという考えに基づく）

７【次回県ユース委員会】
２０１２年度第７回ユース委員会会議　２０１３年２月２３日（土）１３：００～ @神戸市青少年会館
なお、これとは別に次期委員長候補者の協議のために臨時会議を開催する。

２０１２年１２月１６日（日）９：００～　＠兵庫のじぎく会館
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